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 重症筋無力症手術によって、lil除された胸腺腫Z例を含む拍例の胸腺組織の電子顕微鏡的観察
 を行たい,重症筋無力症にお・けるlilぞ1腺の関与形式についての検索を試みた。
 重症筋無力症1旧例を.東症度分類によって分類すると,1度5例,員度2例、皿凝5例で,胸
 腺腫2例はいずれもm度に属した。年令の今布ぱ7才から48才までで,先天性心疾、愚手術時に
 試験切除を行政つた対照8伊ijに才ナい一ごは,5才から矧才までであった。組織切片ぱオスミウム酸
 単独,またはグルターール,アルデヒドとの二一rl疋固定を行ない.エボンに包埋した。
 正常胸腺の構成成分としては。リンパ球,リンパ芽球,ヒ皮性細網,間葉性細網細胞,肥腓細
 胞.形質細胞.ハツサール小体,∫追構などが観察された。
 リンパ球は胸腺実質の大部分を占め,怪約5～7μ,類円形で.胞体に比し核が大きいため細
 胞質の巾は狭い。核質は密で,核縁に色質結節が見られ,核仁も醍締して小さい。中心域にはゴ
 ルジ体かよびrl=!心小体も見られるが,ゴルジ体の発育は不良である。糸粒体ぱ楕円形のもσ)多ぐ,
 継胞i断面に4コほど認められる。小胞体ぱ殆ど見らわ.ない。リンパ芽球ぱリンパ球10数コに
 1コの潮合いで混在し,長径9μ前後とリンパ球より大きぐ.明るぐ,核質は疎で.核仁も大き
 い。∫鮪胞質内小器'直披豊富で,ゴルジ体の発育良,ぐ.小胞体も,認められる。
 リンパ球の蘭に細隙手解1孝造を形成して存在する..1二皮性細胞群を肥大型,萎縮型の2型に区別し
 た。肥大型上皮性纐箭弓は胞体が大きぐ,明るい細胞で,核も太きぐ,核質ぱ疎で.色質結節を有
 しないり核仁は太きぐ網様構造が明療に認められる。細胞質に小濾胞や七〇nofibrilが見られ
 るのが特徴的であり,細胞相互間にはd.e8mO80meが認められる9萎縮1型上皮t生1,田網価襯胞質
 に乏しぐa三編された核を持つ暗い纈胞で,電子密度ヵ極めて高い。小濾胞を持たず,リンパ球の
 劇妬あって細網の一部を構成・ずるのみのように見える。また細胞質内に七〇nofibrilの多ぐ
 認められる.上皮性細網が見られ,ごh.は肥大型から萎縮型への移行像と思われた。
 間葉挫細網細胞は太きぐ,核は極めて不1物凱細ll包境界が明瞭で,貫喰物を有する細胞でd.6一
 昌qlO80meや七〇nofibrilを持たない。繍胞質内小雛官の発達は非常に良好である。貢喰
 物にはリゾゾーム,寅喰空胞が見られ,食喰空胞の内容が濃縮し.細胞質内に散乱した状態のも
 のを粥状型顆粒と呼んだ。
 肥腓細胞ぱ血管周囲に見られ,細胞質内に径約6μ,濃淡種々の特殊顆粒が充満している。
 形質細胞も血管周囲に多ぐ見られ,粗面小胞体が細胞質全域に層状に排動している。
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 ハツサール小体は,最初1～2コの上皮性網綱の変性から始まり.大きぐなったものでば,外側
 に上皮性細網が排列し,中心に進むにつれて、細胞質内にtonofi'brilが増加し,つし(てゴ
 ルジ体.小胞体.糸粒体・核の順に崩壊する過程が観察された。
 毛細血管は,血管内皮細胞,内皮細胞基底膜,基底漢層,上皮性細網基底膜,上皮暁細網など
 からなり,全体として緊張性が認められた。リンパ球が基底膜層に蔽接する像は5さ、られなかった。
 '小血管では内皮細胞の数は増加し.内腔が大となり,楕円形の緊張窪を欠いた薄い壁を持ち,外
 側の上皮性細胞による被覆はやや疎であった。
 胸腺腫を合併しない重症筋無力症胸腺にかいては,リンパ球でぱ一投に細胞質内小暑辞宜がやや
 豊富となり,ゴルジ空胞が増加し,糸粒体,小胞体も対照例より多くみられた。リンパ芽球では
 形態的変化は見られないが.重症筋無力症例でば,その出現撫迂が明らかに多かった。
 上皮性細網では,対照例と同じぐ、肥大型,萎縮型¢)両型とも見られたが,本庫では,その移
 行像を示す..ヒ皮性細網が多ぐ観察された。
 間葉性細網細胞,肥膵細胞,形質細胞はそれぞれ出現頻度低ぐ,かつ対照例との間に本質的な
 差を認めなかった。ただ,重症慶班慶の1例でけ・大垣で,豊富倒且面小胞体を有し・ゴルジ偉
 の発育も良いリンパ胚珠様細胞の数多ぐ観察された例があ1〕.また,重症距σ度の1例で形質講
 胞が密集して多ぐ見られた例があった。
 毛細血管ては,撫育周囲腔の比較的拡大されたものを多ぐ見たが,対照例でも時に認められた。
 胸腺腫2例ぱともにリンパ上皮腫で.上皮細胞優位型の1例でぱ上皮性細胞に肥大型が多ぐ,
 萎縮型が殆ど見られ;ないのに反し,混合型の1例で嫉萎繭型がやや多ぐ見られた点が注目された。
 以.ヒを要約すると,重症筋無力症では・リンパ球の細泡質内小器官が対照例に比し豊富と左り,
 リンパ芽球の出現頻度も明らかに増加し,リンパ球系糊地が一種の職農1犬態にあると考えられた。
 これば本症に蔚ける胸腺の変化を胸腺炎とする見解を強ぐ支1'郭一る所見と思われる。上皮性総1、再
 で肥大型から萎縮型への'移行像がより多ぐ観察されたが,これもリンパ球系細胞増殖に相年う変
 化のように思われる。
 間葉性細網細胞.肥畔細胞,形質細胞については,対照y肥の間に本質的な差は見られなか・つ
 たが,形質糊胞が多数集合した例,およびリンパ胚,峨様細胞の多ぐ見られた1例はともに胸腺炎
 の表現の1つとしてよいと、思われる。
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 審査結果の要旨
 胸腺の組織構造9こ1圭目する電子頭1敬鍾的研究は、これまでも数多く報告されているが、そ・の殆ん
 どが動物に隈られ.臨床例に齢ける観察は極めて少ない。嶺外科教室1て∫5・いては.さきに重症筋
 無力症における光学顕微鏡的所.見について報告したが.藩都宜.さら)に微託i変化を追求するため、
 先ず教室症例にヰナける正常胸腺の電子顕微鏡的検索を行ない.次いで.重症筋無力症に蠢ける胸
 線の変化を追求している。
 喚索症例は繭腺腫2例を含む重症筋無力症10例で,心疾患手術時に試験切除された8鋼を対
 照とした。正堂胸腺の構成成分としてはリンパ球,リンパ芽球,上皮性細網,間葉性細網細胞;
 肥畔細胞,形質細ll私ハツサール小体,血管などが観察され亀人体胸腺においては・その上皮
 性細網に肥大型と萎縮型とが明瞭に区別され.両者の移行型も数多く観察された。
 この.r気は従来幼若動物を主材料とした成績と著しく異なる所.見である。ハツサール小体鉱物線構
 造の特徴乎)一つであるが.この小体の形成過税を鱈子顕微鏡的レ'ベルにおいて追求し得たことも、
 意≧義深いと思われ一る。
 ことに著者は重症筋無力症にかいて.リンパ球の細胞蛮内小器官が対照例に比し.豊富となり、
 リンパ芽三求の出現頻1皮も1狗らかrこ1冑力[i'ナることから.リンノ{」求系丹理包が一考重の}細務媛犬態にあろも』'
 のと推定している。本症胸腺にリンパ球を主とする間葉系細胞の変化が著しいことは、教室佐冶
 もすてンこ指摘したところであるが、本症膚線の特徴を魔性ll勾腺炎とする見解を強く支持する成績
 が著者の電子顕微鏡的観察によって得らプ1.たことは.こン)領域に論ける新知.窪、というべきである亡
 陶腺腫例に蔚ける観察で,上皮性細胞優位型の1例に肥大型上皮性細網が多く.萎1緯墾が殆んど
 みられないのに反し、混合型の1餓では萎縮型上皮1生細網が多くみられた成績も極めて示唆に冨
 む所.見と、思われる。
 本研究は従来殆んと行なわれることび)なかった.人体棚腺の1蜘絹構造のゴ量求から出発し.重症
 1!1無力症にお・ける胸腺の反応態度を電子顕微鏡的に観察し,この領域に、より広い展望を与えた
 ものである。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと考える。
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